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うにアジアの中間所得層は 2009 年の 5 億人から
2030 年には 32 億人へと拡大が予想されている。
また、世界でどれくらい航空需要が伸びるかと言
うと、航空旅客数の予測は、先ほどの比較年と少





































キャリア）が台頭して来ており、ご存知の通り、日本においては 2012 年 3 月に国内初の本格的 LCCの
ピーチさんが関西空港を拠点として運航を開始したのを皮切りにジェットスタージャパンやバニラエ
ア、春秋航空日本などが続々と就航している。










































と 14 年ぶりに 2，000 万人を超え、歴代 2番
目の旅客数を記録した。
その内、国際線をご利用いただいたお客様















































































































270 億円増の 1538 億円（前年比 121%）営業
利益は 116 億円増の 443 億円（前年比 136%）
と、大幅な増収増益となっている。以上、簡
単ではあるが、関西空港の概況を述べさせて
頂いた。
4．おわりに
本稿では、産業界の技術動向から少し離れ、最近の空の状況と関空の現況について述べさせて頂いた。
今後は、インバウンド旅客の急増によりいくつかの課題はあるものの 2020 年の東京オリンピック・パ
ラリンピックに向けて今のインバウンドに誘発された景気は今後も続くかと思われる。ただ、ここで述
べたように 2020 年以降についても、アジアの成長を考えると、観光を中心にインバウンドのマーケッ
トはまだまだ大きく広がって行くと考えられる。
日本全体としては、観光立国として、ホテル問題、アクセス問題等々と当面の課題の解決が急務かと
思われる。
また、当社すなわち関西空港としても、少し述べさせて頂いたように、現在中国に軸足を置いた営業
政策をとっているが、カントリーリスク等も踏まえ、フィリピン、インドネシアを初めとする中国以外
の東南アジアの国々やタイ、台湾等への積極的な誘致活動、プロモーション等による相手国へのアプロー
チが当面解決すべき大きな経営課題ではないかと考えている。
※参考文献　関空調査会「関西圏における訪日旅客への取り組みと関空への期待」
